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シロイヌナズナ完全長cDNA高発現システムを用いた植物機能遺伝
子の総合的解析
●松井　南１) ◆市川　尚斉１) ◆黒田　浩文１)

1) (独)理化学研究所ゲノム科学総合研究センター

〈研究の目的と進め方〉
完全長cDNAを個々に植物個体内で発現させることで、

高効率で遺伝子機能付加を起こさせ、迅速に機能と原因
遺伝子を結びつけるシステム(Full-length cDNA over-
expressor gene hunting system; FOX hunting system)を開
発した。このシステムを利用してシロイヌナズナ植物遺
伝子の機能解明を高速に行うとともに、GFP（Green
Fluorescence Protein）遺伝子との融合による網羅的な細
胞内局在解析、さらには細胞内複合体の解析を目的とす
る。
過去1年の成果
１）完全長cDNAを個々に植物個体内で発現させること

で、高効率で遺伝子機能付加を起こさせ、迅速に機
能と原因遺伝子を結びつけるシステム(Full-length
cDNA over-expressor gene hunting system; FOX
hunting system)を開発した。このシステムを利用し
てシロイヌナズナ植物遺伝子の機能解明を高速に行
う。

２）シロイヌナズナ完全長cDNAを高発現するために、
植物用の発現ベクターに約10,000種類のシロイヌナ
ズナ完全長cDNAを組み込んだ発現ライブラリーを
作成した。これをアグロバクテリウムを介して、植
物の形質転換植物約7,000系統の作成を行なった。

３）T1世代で見出された変異形質について種々の範疇で
分類した。これらの変異体植物から導入に用いた完
全長cDNAをPCRによって回収した。このcDNAを植
物個体へ再導入することで、形質と遺伝子相関を確
認した。

４）特異的タンパク分解に関与するF-box タンパク質遺
伝子をシロイヌナズナゲノムからコンピュータによ
って予測した。合計568個のF-boxタンパク質遺伝子
をC－末に存在する標的タンパク質との相互作用領
域によって分類した。

５）これらのF-box タンパク質の機能を調べる目的で
GFP（Green Fluorescence Protein）遺伝子との融合
により網羅的な細胞内局在解析している。多くのF-
box タンパク質は、核局在が確認された。

６）さらには細胞内複合体の解析を目的として、植物用
のTandem affinity purification system (TAP-TAG系)を
開発した。

７）F-boxタンパク質遺伝子にT-DNAが挿入された変異体
を約300種類についてホモ化している。

８）82個のF-box 遺伝子をセンス、及びアンチセンス方
向に発現した形質転換植物を約800系統作成した。
これらの形質転換植物を用いて、開花遅延やホルモ
ン反応を調べた。幾つかのF-box遺伝子の導入が開花
を遅延することが示唆された。

〈研究開始時の研究計画〉
1) 研究計画１

シロイヌナズナ完全長cDNA高発現ライン（シロイヌ
ナズナFOX ライン）の作成（分担：市川尚斉）

シロイヌナズナFOX ラインを約10000系統作成する。
シロイヌナズナFOX ラインの中から、作成中に表現形質
が現れた変異体についてこれらの植物からのcDNAの単
離を行う。変異体のうち特に、転写関連遺伝子が原因と
なっている場合は、シロイヌナズナのマイクロアレイに
より、この転写因子の過剰発現によってどのような遺伝
子群が発現変動するかモニタリングする。FOX ラインを、
紫外線、強光や、各単色光条件下で生育を行う。
2) 研究計画２

GFP遺伝子と完全長cDNAの融合によるタンパク質局
在を指標にしたプロテオミクス(分担：黒田浩文)

F-boxタンパク質についてGFP遺伝子と結合して融合タ
ンパク質を作成する。F-boxタンパク質をモデルとして
GFPを融合した遺伝子を植物へ形質転換することで、局
在観察を行う。我々は、既にF-box タンパク質遺伝子が
T-DNAによって挿入による機能欠失を起こしている変異
体を数多く収集している。これらの変異株にそれぞれの
F-box遺伝子とGFPの融合遺伝子を導入する。

〈研究期間の成果〉
過去1年の成果と同じ

〈国内外での成果の位置づけ〉
シロイヌナズナをモデルとした植物ゲノム研究におい

て、大規模な完全長cDNAを用いてこの優位性を十分に
利用することで、植物に機能付加を高効率で起こさせ、
機能と遺伝子の１対１対応と、独自のプロテオミクス研
究を世界に先駆けて進めることができる。

〈達成できなかったこと、予想外の困難、その理由〉
研究計画１については、順調に進めている。
研究計画２については、F-boxタンパク質とGFPを融合

した遺伝子の形質転換植物を作成する代わりに、植物葉
にParticle Bombardment 法によって導入することで、高
速化を図っている。

〈今後の課題〉
研究計画１を進める。
研究計画２は、変異体解析と局在解析を継続してデー

タベースとしてまとめる。

〈研究期間の全成果公表リスト〉
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